
1．法⼈運営の基本⽅針と事業運営の状況 
社会福祉法⼈慈照会では、令和 6 年度においても「利⽤者⼀⼈ひとりの尊厳を⼤切にし、
安⼼して暮らせる環境を⽀えること」を基本理念として事業運営を⾏いました。 
年度内には新型コロナウイルス感染症が数回発⽣しましたが、感染拡⼤防⽌対策を継続
し、利⽤者と職員の安全確保を最優先に対応した結果、施設運営への影響は⽐較的限定的
なものにとどまり、事業運営は概ね順調に推移しました。 
2．提供サービスと利⽤者⽀援の取り組み 
特別養護⽼⼈ホームを中⼼に、短期⼊所⽣活介護などの各種介護サービスを継続して提供
しています。 
利⽤者の健康管理や事故防⽌に重点を置き、職員間での情報共有を徹底するとともに、⽇
常⽣活の⽀援から看取り期に⾄るまで、利⽤者⼀⼈ひとりの状態や想いに寄り添ったケア
の提供に努めました。⽣活環境の改善や個別ケアの充実を通じて、安⼼して過ごしていた
だける環境づくりを進めました。 
3．施設整備・ICT 活⽤と職員体制の充実 
浜⽯の郷においては、計画的な施設修繕や設備更新を⾏い、利⽤者の安全性と快適性の向
上、ならびに職員が働きやすい環境づくりを進めました。 
また、介護現場の負担軽減と安全性向上を⽬的として、⾒守り機器や ICT機器を導⼊し、
夜間を含む⾒守り体制の強化を図っております。 
⼈材⾯では、職員の確保と定着に⼒を⼊れるとともに、研修を通じて専⾨性と対応⼒の向
上を図り、チームで⽀えるケア体制の充実に努めています。 
4．事業実績（サービス活動収益の状況） 
令和 6 年度の介護保険事業収益は前年度を上回り、サービス活動収益全体としても増加し
ました。 
サービス活動収益の合計は 963,282千円 となり、前年度と⽐べ 51,520 千円の増収 とな
っています。これは、⼊居・利⽤状況が概ね安定していたことに加え、⽇々のサービス提
供体制を維持・強化してきた取り組みの成果と考えています。 
⼀⽅、費⽤⾯では、⼈件費は前年度とほぼ同⽔準で推移し、職員体制を維持しながら安定
した運営を⾏いました。ICT機器の導⼊や設備更新に伴い減価償却費は増加しましたが、
事務費の抑制などにより、サービス活動費⽤全体は前年度を下回る結果となりました。 
これらの結果、サービス活動増減差額は 101,349 千円 となり、前年度から⼤きく改善し
ました。 
5．総括と今後に向けて 
感染症という不確実な要因がある中でも、安定した収益構造を維持し、持続可能な法⼈運
営の基盤を確保することができました。 
今後も引き続き、感染症対策と安全管理を徹底しながら、利⽤者⼀⼈ひとりに寄り添った
サービスの提供を⾏うとともに、地域に信頼される社会福祉法⼈として、職員⼀丸となっ
て取り組んでまいります。 
 


